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行動計画(改定素案)の概要 川崎市ごみ減量推進市民会議川崎市ごみ減量推進市民会議川崎市ごみ減量推進市民会議 第２期
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9月25日(木)までにご来庁・郵送・ＦＡＸでお寄せください。また、市ホームページか
らメールで送信することもできます。
　※素案についての説明を希望する市民団体・グループ等には、事務局が出向いて説明いたします。

問い合わせ先(事務局)：〒210‐8577（住所はなくても届きます）
　　　　　　　　　　　川崎市環境局廃棄物政策担当　
　　　　　　　　　　　電話 044－200－2558　FAX 044－200－3923

この素案に対するご意見は…この素案に対するご意見は…

　素案の本編は、市ホームページ、各区役所・
支所、各生活環境事業所、廃棄物政策担当で
ご覧いただけます。

皆様からのご意見を

　　お待ちしています

　市民・事業者の皆様に更なるごみの減量・リサイクルに取り組んでいただくために、分

かりやすい目標を設定します。

　●市民１人が１日当たりに出すごみの削減量

　●焼却ごみ（家庭から出るもの・事業者から出るもの）の削減量

　※この他、地球温暖化対策に関する指標を設定する予定ですが、市民の皆様のご意見  

　　を伺いながら、各指標の目標値を設定します。

　ごみの減量効果の高いものや、地球温暖化対策としての効果が高いものなど、目標達成

に向け行動計画を推進するような施策を「重点施策」として掲げ、積極的に取り組みます。

●出前ごみスクールの開催　　　　　　　　　●資源集団回収の拡大　　

●レジ袋削減に向けた取組　　　　　　　　　●ミックスペーパー分別収集の拡大

●事業系ごみの減量化・リサイクルの推進　　●その他プラスチック製容器包装の分別収集の実施

●ごみ発電事業の推進　　　　　　　　　　　●搬入禁止物の混入防止　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

　地球温暖化対策に大きく貢献する主な具体的施策や本市で実施しているごみ処理事業を

整理して行動計画に記載し、地球温暖化対策との関係性を強化していきます。

　●レジ袋削減に向けた取組　　　　　　　　　　　　　　●ごみ発電事業の推進　　

　●その他プラスチック製容器包装の分別収集の実施　　　●廃棄物鉄道輸送事業　など

行動計画目標　

重点施策

地球温暖化対策に関連する施策

《設定を予定している行動計画目標》

　第１期市民会議は、平成19年１月に発足し平成20年３月までという短い期間での活動

となりましたが、みんなで知恵を出しあい、市民が取り組めるごみの減量方法について、

３つの分科会に分かれて真剣に話し合いを進めました。

レジ袋有料化実施店舗では、レジ袋辞退率が実施前の13％から実施後は80％以上まで向上しました！

　一人ひとりが、余計なものは買わない、使えるものは繰り返し使う、資源になる

ものは分別するなど、地球環境にやさしい生活習慣を実践することで、ごみの排出

量を大幅に減らすことができます。

みんなで協力して、持続可能な循環型のまちを目指しましょう！

【川崎市ごみ減量推進市民会議ってなぁに？】

【どんなことをするの？】

【どんな人たちが活動するの？】

● 第2期川崎市ごみ減量推進市民会議が始まります ●● 第2期川崎市ごみ減量推進市民会議が始まります ●

【任期はいつまで？】

第１期川崎市ごみ減量推進市民会議の報告第１期川崎市ごみ減量推進市民会議の報告

　家庭ごみの36％を占める生ごみを少しでも減らしたい

との思いから、市民の皆さんが手軽に見て実行してもら

える内容のハンドブックを作成しました。

　町内会や学校等で行われているごみ減量・リサイクルな

どの先進的・ユニークな取組を地域活動の参考にしても

らえるよう「ごみニティの底力・発表大会」を開催しま

した。

　

　市民・事業者・行政が協力してごみを減らす取組として、

平成19年10月２日に「環境配慮型ライフスタイルの確立

に向けたレジ袋削減に関する協定」を締結しました。

　第１分科会では……

　

　第２分科会では……　

　

　第３分科会では……　

買い物には

マイバック
を！

　市民・事業者・行政のパートナーシップに基づいたごみの減量活動を

推進するため、三者による連携の取組や市民一人ひとりが地域や家庭で

主体的、日常的にごみ減量に取り組むための仕組みづくりを市民中心に

検討・実践する場として平成19年１月に発足した会議です。

　平成20年９月から、第２期川崎市ごみ減量推進市民会議の活動が始まります。

　市民会議では、より多くの市民の皆様に楽しみながらごみ減量に取り組むことの大切さ

や、生活の場で工夫できることなどを伝え、地球環境にやさしい持続可能な循環型のまち

を目指して、市民・事業者・行政との協働の取組を広げていきたいと考えています。

　公募市民、廃棄物減量指導員、ごみ・リサイクル等に関する市民活

動団体、事業者団体、学識経験者、行政（定数20名）

　平成20年９月から平成22年７月まで

http://www.city.kawasaki.jp/30/30genryo/home/index/index.htm

【問２】　市のごみ処理にかかる年間経費を一人当たりに換算すると、およそいくら？
　　　　　①約13,000円　　②約23,000円　　③約33,000円　（答えは４ページ下）

【問１の答え】  ③沖縄まで … 昨年度の市ごみ総処理量は478,086ｔ、１�＝0.3ｔと換算した場合、並べ
　　　　　　　　　　　　　　た長さは約1,590㎞。およそ川崎から沖縄までの直線距離に相当します。


